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オミクロン株対応ワクチンについて（第二次取りまとめ） 

令和４年８月 24 日 

新型コロナワクチンの製造株に関する検討会 

 

１．オミクロン株対応ワクチンの導入について 

○ 厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会了解の下で設置された新型コロナワクチンの製造株

に関する検討会（以下「検討会」という。）では、今秋のオミクロン株対応ワクチンの導入の考え

方について、｢従来の武漢株とオミクロン株との間の抗原性の差と比較すれば、オミクロン株の中

での亜系統間での抗原性の差は大きくないため、株の種類にかかわらず、わが国で利用可能とな

るオミクロン株の成分を含むワクチンへなるべく早く切り替えることが妥当である｣とされた。 

ワクチン製造販売業者（以下「企業」という。）等からの情報を踏まえた結果、わが国でいち早く

利用可能となる、武漢株とオミクロン株を含む２価のワクチン（以下「２価のオミクロン株対応ワ

クチン」という。）のうち、｢BA.1 対応型｣で開始することが提案された（令和４年８月４日）。 

○ 第 34 回厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会（令和４年８月８日開催）において、２価の

オミクロン株対応ワクチン（BA.1 対応型）の導入は令和４年 10 月半ば以降となることを見込ん

で、初回接種を終了した全ての者に対する接種の準備を進めることとされた。 

○ その後、企業と調整を進める中で、２価のオミクロン株対応ワクチン（BA.1 対応型）の輸入が

前倒しされる等、薬事承認を前提に、令和４年９月半ばには当該ワクチンから順次国内配送が見

込まれることとなった。 

○ こうした事情を受け、検討会では、オミクロン株対応ワクチンの導入方針を以下のとおり修正

し、分科会へ提案する。すなわち、 

・ 初回接種を終了した全ての者に対する２価のオミクロン株対応ワクチンの接種について、

国と自治体は、接種の準備を引き続き行い、令和４年 10 月半ばを目途としつつ、準備でき次

第開始する。 

・ それまでの間、重症化リスクが高い等の理由で現在、接種が行われている４回目接種の対象

者に対して使用が認められているワクチンを、これまでの１価の従来型ワクチン（武漢株）

から、同年９月半ばから順次配送され、わが国でいち早く利用可能となる２価のオミクロン

株対応ワクチン（BA１対応型）へ早期に切り替えること。 
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２．オミクロン株対応ワクチンの効果に関する考え方 

（１）確認されている事実 

○ １価の従来型ワクチン（武漢株）の３回目接種には、オミクロン株に対して、高い重症化予防効

果に加え、一定の感染予防効果及び発症予防効果があり、初回接種（１、２回目接種）の後、経時

的に低下する各種予防効果を回復させることが報告されている。 

○ １価の従来型ワクチン（武漢株）の４回目接種には、オミクロン株に対して、一定期間継続する

重症化予防効果が報告されている。 

○ ２価のオミクロン株対応ワクチンについて、現時点で得られる臨床、非臨床データからは、１

価の従来型ワクチン（武漢株）に対する中和抗体価の優越性が報告されている。 

 

（２）海外の状況 

○ 米国ＦＤＡ1は、令和４年６月 30 日に、２価のオミクロン株対応ワクチン（BA.4/5 対応型）の

ワクチンの開発を要請する声明を発表。 

○ 英国ＪＣＶＩ2は、令和４年８月 15 日に、「BA.4/5 対応型ワクチンが潜在的に利用可能になる可

能性があるからといって、今秋の追加接種を遅らせるべきではない。」とし、BA.1 対応型ワクチン

を秋の追加接種プログラムで使用するよう勧告した。 

 

 

（３）考察 

  現時点の医学的知見に基づき、１価の従来型ワクチン（武漢株）と２価のオミクロン株対応ワ

クチンの免疫原性を比較すると、以下のように考えられる。 

  

① オミクロン株の成分を含むことから考えられること 

（重症化予防効果） 

○ 追加接種後に測定した血中の中和抗体価が短期間で低下するにも関わらず、１価の従来型ワク

チン（武漢株）の追加接種により、オミクロン株に対する重症化予防効果が一定期間継続する事

 
1 Food and Drug Administration. 米国食品医薬品局。 
2 Joint Committee on Vaccination and Immunisation. 英国ワクチン及び予防接種に関する合同委員会。 
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実は、重症化予防効果の維持に、ウイルス曝露前に存在する抗体価以外の免疫も寄与しているこ

とを示唆する。抗体価以外の免疫機能には、記憶 T リンパ球が関与する細胞性免疫や、記憶Ｂリ

ンパ球や記憶Ｔリンパ球（ヘルパー）が関与する感染後に新たに作られる抗体によるウイルスの

排除が考えられる。記憶リンパ球は、血中の中和抗体価よりも持続性に優れていることが確認さ

れている。しかし、これら記憶リンパ球を評価するためのコマーシャルベースの一般的な測定方

法は確立しておらず、重症化予防効果の免疫機能を直接測定することは一般的には困難である。 

○ オミクロン株の成分を含むワクチンは、１価の従来型ワクチン（武漢株）と比較し、オミクロン

株に反応する記憶リンパ球をより強く誘導することが期待される。これにより、例えば、オミク

ロン株対応ワクチンを接種した後にオミクロン株に感染した場合、中和抗体が減衰した場合でも

記憶Ｂリンパ球や記憶Ｔリンパ球（ヘルパー）が反応して、オミクロン株に対する抗体がより早

く、より多く作られることが期待される。１価の従来型ワクチン（武漢株）の３、４回目接種で

も、オミクロン株に対して、一定期間（数ヶ月程度）継続する重症化予防効果が示されており、２

価のオミクロン株対応ワクチンによる追加接種は、ワクチンの亜系統の違いに関わらず、オミク

ロン株に対して、こうした１価の従来型ワクチン（武漢株）を上回る重症化予防効果があること

が期待される。 

（感染・発症予防効果） 

○ オミクロン株の成分を含むワクチンによるオミクロン株に対する中和抗体価の上昇は、気道粘

膜における免疫応答の増強や、ウイルスが体内に侵入した際の初期応答において有益であると考

えられ、短い期間である可能性はあるものの、オミクロン株に対する感染予防効果や発症予防効

果も期待される。 

○ 感染予防効果及び発症予防効果に関連すると考えられる抗体価で示された抗原性については、

従来の武漢株と現在流行しているオミクロン株との間の抗原性と比較すると、亜系統間の差は大

きくないことが示唆されている。そのため、オミクロン株に対する感染予防効果や発症予防効果

は、ワクチンに含まれる亜系統によって大きな影響を受ける可能性は低いと考えられる。 

 

② オミクロン株と武漢株の２つの成分を含むことから考えられること 

  ２価のオミクロン株対応ワクチンは、１価の従来型ワクチン（武漢株）に比較し、抗原性の異な

る２種類の抗原が提示されることになり、誘導される免疫（①に記載した、重症化予防効果や感
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染・発症予防効果に寄与するそれぞれの免疫を指す）も、より多様な新型コロナウイルスに反応

することが期待される。そのため、今後の変異株に対しても、重症化予防効果及び感染・発症予防

効果において、より有効である可能性が、１価の従来型ワクチン（武漢株）より高いと期待され

る。 

 

 

２．（３）で記載したワクチンの有効性については、現時点で得られる科学的知見に基づいた専

門的な検討によるものであり、今後、新たに得られる知見等に基づき継続的な検討が必要である

ことに留意すべきである。 

 

以上 
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y t
o 

fou
r C

OV
ID

-1
9 v

ac
cin

es
. C

ell
 18

5, 
24

34
–2

45
1, 

Ju
ly 

7, 
20

22

Z
h

a
n

g
 e

t 
a
l1

（
C

e
ll
, 
2

0
2

2
）

記
憶

リ
ン

パ
球

の
持

続
性

 PS
V

1
) 中

和
抗

体
価

の
推

移

 ※
T1

: ワ
ク

チ
ン

接
種

前
T2

: 接
種

後
15

±
4日

T3
: 4

5±
6日

T4
: 1

05
±

6日
T5

: 1
85

±
９

日
※

１
ps

eu
do

 v
iru

s

 ス
パ

イ
ク

特
異

的
C

D
4

＋
細

胞
の

割
合

の
推

移

 （
記

憶
T
リ

ン
パ

球
（

ヘ
ル

パ
ー

）
）

 ス
パ

イ
ク

特
異

的
C

D
8

＋
細

胞
の

割
合

の
推

移

 （
記

憶
T
リ

ン
パ

球
）

 記
憶

B
リ

ン
パ

球
の

割
合

の
推

移
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 ウ
イ

ル
ス

中
和

抗
体

お
よ

び
結

合
抗

体
の

抗
体

価
と

ワ
ク

チ
ン

効
果

(V
E)

(感
染

予
防

効
果

)に
強

い
相

関
関

係
が

認
め

ら
れ

た
。

 方
法

：
7
種

類
の

ワ
ク

チ
ン

※
1
の

第
Ⅲ

相
試

験
に

お
い

て
、

免
疫

原
性

※
2
お

よ
び

有
効

性
の

デ
ー

タ
を

収
集

し
、

免
疫

原
性

と
ワ

ク
チ

ン
効

果
(感

染
予

防
効

果
)に

相
関

関
係

が
あ

る
か

解
析

し
た

。

結
果

：
ヒ

ト
回

復
期

血
清

の
力

価
に

対
し

て
ア

ッ
セ

イ
を

校
正

し
た

の
ち

、
ウ

イ
ル

ス
中

和
抗

体
の

抗
体

価
(V

N
A
)と

V
E
、

結
合

抗
体

価
と

V
E
に

、
強

い
相

関
が

見
ら

れ
た

。

V
N

A
比

率
と

V
E

相
関

係
数

（
ρ
＝

0
.7

9
）

結
合

抗
体

価
比

率
と

V
E

相
関

係
数

（
ρ
＝

0
.9

3
）

各
バ

イ
オ

マ
ー

カ
ー

候
補

と
V

E
と

の
関

係
を

モ
デ

ル
化

し
、

バ
イ

オ
マ

ー
カ

ー
反

応
に

基
づ

い
て

各
ワ

ク
チ

ン
の

V
E
を

予
測

し
た

。

V
N

A
に

つ
い

て
は

ア
ス

ト
ラ

ゼ
ネ

カ
と

ガ
マ

レ
ヤ

、
結

合
抗

体
に

つ
い

て
は

シ
ノ

バ
ッ

ク
を

除
く

す
べ

て
の

ワ
ク

チ
ン

で
、

観
測

さ
れ

た
V

E
は

モ
デ

ル
予

測
の

9
5
%

信
頼

区
間

内
に

収
ま

っ
て

い
た

。

著
者

ら
は

、
今

回
報

告
さ

れ
た

結
果

は
、

ワ
ク

チ
ン

接
種

後
の

抗
体

価
を

保
護

の
相

関
（

co
rr

e
la

te
 o

f 
p
ro

te
ct

io
n
）

の
基

礎
と

し
て

使
用

す
る

こ
と

を
支

持
す

る
も

の
で

あ
る

、
と

報
告

し
て

い
る

。

1
.

Ea
rle

 K
, A

mb
ro

sin
o D

, e
t a

l. E
vid

en
ce

 fo
r a

nti
bo

dy
 as

 a 
pr

ote
cti

ve
 co

rre
lat

e f
or

 C
OV

ID
-1

9 v
ac

cin
es

. V
ac

cin
e. 

22
 Ju

ly 
20

21
; 3

9(
32

): 
44

23
-4

42
8.

E
a
rl

e
 e

t 
a
l1

（
V

a
cc

in
e
, 

2
0

2
1

）

 ※
1 

フ
ァ

イ
ザ

ー
社

、
モ

デ
ル

ナ
社

、
ガ

マ
レ

ヤ
社

、
ア

ス
ト

ラ
ゼ

ネ
カ

社
、

シ
ノ

バ
ッ

ク
ス

社
、

ノ
バ

バ
ッ

ク
ス

社
、

 
ジ

ョ
ン

ソ
ン

・
エ

ン
ド

・
ジ

ョ
ン

ソ
ン

社
の

7社
の

ワ
ク

チ
ン

。
 ※

2 
各

試
験

で
中

和
抗

体
価

の
測

定
に

用
い

た
ア

ッ
セ

イ
が

異
な

る
た

め
、

ヒ
ト

回
復

期
血

清
で

キ
ャ

リ
ブ

レ
ー

シ
ョ

ン
後

。
 ※

3
le

av
e-

on
e-

ou
t交

差
検

証
を

用
い

て
検

証
。

 免
疫

原
性

と
V

E
の

相
関

関
係

免
疫

原
性

と
ワ

ク
チ

ン
効

果
の

相
関

関
係

 VN
A

比
率

 結
合

抗
体

価
比

率

 免
疫

原
性

を
用

い
た

V
E
予

測
※

3

 中
和

抗
体

価
 結

合
抗

体
価
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 中
和

抗
体

価
と

臨
床

的
な

ワ
ク

チ
ン

有
効

性
に

関
す

る
研

究
か

ら
の

公
表

デ
ー

タ
を

分
析

す
る

と
、

各
変

異
株

に
対

す
る

中
和

抗
体

価
と

発
症

予
防

効
果

の
間

に
有

意
な

相
関

が
み

ら
れ

た
。

中
和

抗
体

価
と

発
症

予
防

効
果

の
相

関
性

 研
究

内
容

：
変

異
株

に
お

い
て

、
中

和
抗

体
価

が
臨

床
的

な
ワ

ク
チ

ン
有

効
性

の
予

測
因

子
と

な
る

か
検

証
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

た
メ

タ
ア

ナ
リ

シ
ス

。
ま

ず
、

野
生

株
と

変
異

株
に

対
す

る
中

和
抗

体
価

の
関

係
性

を
調

べ
る

た
め

、
中

和
抗

体
価

と
臨

床
的

な
ワ

ク
チ

ン
有

効
性

に
関

す
る

2
4
の

研
究

か
ら

の
公

表
デ

ー
タ

を
分

析
し

た
。

こ
の

分
析

結
果

を
、

野
生

株
の

デ
ー

タ
を

基
に

構
築

さ
れ

た
中

和
抗

体
価

と
臨

床
的

な
ワ

ク
チ

ン
効

果
を

関
連

付
け

た
既

存
の

統
計

モ
デ

ル
2
に

統
合

す
る

こ
と

で
、

変
異

株
に

対
す

る
臨

床
的

な
ワ

ク
チ

ン
有

効
性

の
推

定
可

能
性

を
検

証
し

た
。

さ
ら

に
、

こ
の

統
計

モ
デ

ル
を

用
い

て
追

加
接

種
に

関
す

る
デ

ー
タ

を
分

析
す

る
こ

と
で

、
変

異
株

に
対

す
る

臨
床

的
な

ワ
ク

チ
ン

有
効

性
に

与
え

る
追

加
接

種
の

影
響

を
予

測
し

た
。

 ※
1

変
異

株
及

び
実

験
室

で
調

整
し

た
。

※
2

無
作

為
化

対
象

試
験

と
観

察
的

ケ
ー

ス
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
研

究
の

両
方

を
含

む
。

※
3

各
変

異
株

に
対

す
る

中
和

抗
体

価
は

、
野

生
株

に
対

す
る

中
和

抗
体

価
か

ら
の

低
下

を
考

慮
し

て
調

整
し

た
。

1
.

C
ro

m
e
r 

D
, 
S
te

ai
n

M
, 
R

e
yn

al
d
i
A

, 
S
c
h
lu

b
 T

E
, 
W

h
e
at

le
y 

A
K
, 
J
u
n
o
 J

A
, 
K
e
n
t 

S
J
, 
T
ri
c
c
as

J
A

, 
K
h
o
u
ry

 D
S
, 
D

av
e
n
p
o
rt

 M
P

. 
N

e
u
tr

al
is

in
g

an
ti
b
o
d
y 

ti
tr

e
s

as
 p

re
d
ic

to
rs

 o
f 

p
ro

te
c
ti
o
n
 a

ga
in

st
 S

A
R

S
-
C

o
V

-
2
 v

ar
ia

n
ts

 a
n
d
 

th
e
 i
m

p
ac

t 
o
f 

b
o
o
st

in
g:

 a
 m

e
ta

-
an

al
ys

is
. 
L
an

c
e
t 

M
ic

ro
b
e
. 
2
0
2
2
 J

an
;3

(1
):
e
5
2
-
e
6
1
.

2
.

K
h
o
u
ry

 D
S
, 
C

ro
m

e
r 

D
, 
R

e
yn

al
d
i
A

, 
S
c
h
lu

b
 T

E
, 
W

h
e
at

le
y 

A
K
, 
J
u
n
o
 J

A
, 
S
u
b
b
ar

ao
 K

, 
K
e
n
t 

S
J
, 
T
ri
c
c
as

J
A

, 
D

av
e
n
p
o
rt

 M
P

. 
N

e
u
tr

al
iz

in
g 

an
ti
b
o
d
y 

le
ve

ls
 a

re
 h

ig
h
ly

 p
re

d
ic

ti
ve

 o
f 

im
m

u
n
e
 p

ro
te

c
ti
o
n
 f

ro
m

 s
ym

p
to

m
at

ic
 

S
A

R
S
-
C

o
V

-
2
 i
n
fe

c
ti
o
n
. 
N

at
 M

e
d
. 
2
0
2
1
 J

u
l;2

7
(7

):
1
2
0
5
-
1
2
1
1
.

C
ro

m
e
r 

e
t 

a
l1

（
L
a
n

ce
t 

M
ic

ro
b

e
, 

2
0

2
2

）

 結
果

：
特

定
の

変
異

株
に

対
す

る
中

和
抗

体
価

は
、

野
生

株
に

対
す

る
中

和
抗

体
価

と
強

く
相

関
し

て
い

た
一

方
で

、
免

疫
の

獲
得

方
法

（
感

染
ま

た
は

ワ
ク

チ
ン

接
種

）
や

接
種

し
た

ワ
ク

チ
ン

の
種

類
と

の
間

に
は

有
意

な
相

関
が

み
ら

れ
な

か
っ

た
※

1
。

 ま
た

、
変

異
株

に
対

す
る

臨
床

的
な

ワ
ク

チ
ン

有
効

性
を

示
し

て
い

る
研

究
を

分
析

す
る

と
、

研
究

デ
ザ

イ
ン

に
ば

ら
つ

き
※

2
が

あ
っ

た
に

も
関

わ
ら

ず
、

各
変

異
株

に
対

す
る

中
和

抗
体

価
と

発
症

予
防

効
果

の
間

に
有

意
な

相
関

が
み

ら
れ

た
（

r s
=

0
.8

1
, 

p
=

0
.0

0
0
5
）

。

 各
変

異
株

に
対

す
る

中
和

抗
体

価
の

接
種

し
た

ワ
ク

チ
ン

の
種

類
と

の
相

関
（

左
図

）
と

野
生

株
に

対
す

る
中

和
抗

体
価

と
の

相
関

（
右

図
）

 中
和

抗
体

価
と

発
症

予
防

効
果

の
相

関
性

※
3



中
和

抗
体

価
に

よ
る

ワ
ク

チ
ン

有
効

性
の

推
定

に
つ

い
て

K
h
o
u
ry

 e
t 

a
l.,

 N
a
t 

M
e
d
. 

2
0
2
1
 J

u
l;

2
7
(7

):
1
2
0
5
-1

2
1
1
.

d
o
i:

 1
0
.1

0
3
8
/s

4
1
5
9
1
-0

2
1
-0

1
3
7
7
-8

. 

１
）

異
な

る
ワ

ク
チ

ン
で

誘
導

さ
れ

た
中

和
抗

体
価

と
有

効
性

に
は

一
定

の
相

関
が

確
認

さ
れ

て
い

る
（

オ
ミ

ク
ロ

ン
株

発
生

前
の

評
価

結
果

に
よ

る
）

。

２
）

中
和

抗
体

価
以

外
の

免
疫

記
憶

（
記

憶
B
細

胞
、

T
細

胞
）

も
予

防
効

果
に

関
与

す
る

と
考

え
ら

れ
る

。

３
）

中
和

抗
体

価
は

時
間

と
共

に
減

衰
す

る
一

方
、

他
の

免
疫

記
憶

細
胞

は
比

較
的

減
衰

し
づ

ら
い

た
め

、
ワ

ク
チ

ン
接

種
後

の
時

間
に

よ
っ

て
中

和
抗

体
の

寄
与

度
が

変
化

す
る

可
能

性
に

つ
い

て
も

考
慮

が
必

要
で

あ
る

。

7

第
3回
新
型
コロ
ナ
ワク
チ
ンの
製
造
株
に
関
す
る
検
討
会

高
橋
構
成
員

提
出
資
料

20
22
(令
和
4)
年
８
月
24
日
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 オ
ミ

ク
ロ

ン
株

対
応

ワ
ク

チ
ン

に
つ

い
て

、
W

H
O

、
米

国
FD

A及
び

欧
州

EM
Aは

次
の

よ
う

な
見

解
を

示
し

て
い

る
。

20
22

年
秋

以
降

の
新

型
コ

ロ
ナ

ワ
ク

チ
ン

追
加

接
種

の
諸

外
国

の
見

解
2
0
2
2
年

８
月

2
0
日

時
点

W
H

O
（

世
界

保
健

機
関

）
に

よ
る

暫
定

的
な

見
解

１
（

抄
、

仮
訳

）
[2

0
2

2
年

６
月

1
7

日
]

さ
ら

な
る

変
異

に
関

す
る

不
確

実
性

を
踏

ま
え

れ
ば

、
重

症
化

及
び

死
亡

へ
の

予
防

効
果

を
維

持
し

な
が

ら
、

流
行

し
て

い
る

、
又

は
新

た
に

発
生

す
る

変
異

株
へ

の
幅

広
い

免
疫

を
獲

得
し

て
い

く
こ

と
が

堅
実

で
あ

る
と

考
え

ら
れ

る

従
来

株
よ

り
免

疫
学

的
に

最
も

遠
い

オ
ミ

ク
ロ

ン
株

を
、

改
良

型
の

新
型

コ
ロ

ナ
ワ

ク
チ

ン
の

構
成

と
し

て
含

み
、

初
回

接
種

を
す

で
に

実
施

し
た

者
を

対
象

に
追

加
接

種
を

実
施

す
る

こ
と

が
、

有
益

で
あ

る
可

能
性

が
あ

る
。

Ｆ
Ｄ

Ａ
の

見
解

2
（

抄
、

仮
訳

）
[2

0
2

2
年

６
月

3
0

日
]

2
0
2
2
/6

/2
8
の

会
議

に
お

い
て

、
大

多
数

の
委

員
が

、
2
0
2
2
年

秋
に

実
施

す
る

追
加

接
種

に
使

用
さ

れ
る

ワ
ク

チ
ン

に
、

オ
ミ

ク
ロ

ン
株

の
成

分
を

含
め

る
こ

と
に

賛
成

し
た

。

F
D

A
は

、
製

造
販

売
業

者
に

対
し

て
、

オ
ミ

ク
ロ

ン
株

（
B

A
.4

/5
）

の
成

分
を

含
む

２
価

の
追

加
接

種
用

ワ
ク

チ
ン

を
開

発
す

る
よ

う
、

C
O

V
ID

-1
9
ワ

ク
チ

ン
を

改
良

す
る

こ
と

を
検

討
す

る
よ

う
勧

告
し

た
。

こ
れ

に
よ

り
、

改
良

さ
れ

た
ワ

ク
チ

ン
が

、
2
0
2
2
年

秋
の

初
め

か
ら

中
頃

に
利

用
で

き
る

よ
う

に
な

る
可

能
性

が
あ

る
。

Ｅ
Ｍ

Ａ
の

見
解

（
抄

）
[2

0
2

2
年

７
月

2
2

日
]

オ
ミ

ク
ロ

ン
株

対
応

ワ
ク

チ
ン

に
つ

い
て

、
二

価
ワ

ク
チ

ン
に

加
え

る
オ

ミ
ク

ロ
ン

株
の

亜
系

統
（

B
A
.1

, 
B

A
. 

4
/5

等
）

に
よ

っ
て

大
き

な
差

が
あ

る
と

は
認

識
し

て
お

ら
ず

、
現

時
点

で
絞

り
込

み
は

行
っ

て
い

な
い

。

オ
ミ

ク
ロ

ン
株

B
A
.1

亜
系

統
と

武
漢

株
を

含
む

二
価

ワ
ク

チ
ン

の
評

価
を

開
始

し
て

い
る

3
。

い
ず

れ
も

予
防

接
種

室
に

よ
る

仮
訳

。
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照
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回
厚

生
科

学
審

議
会

予
防

接
種

・
ワ

ク
チ

ン
分

科
会

（
令

和
4年

８
月

８
日

）
資

料



20
22

年
8月

15
日

に
英

国
JC

VI
(T

he
 J

oi
nt

 C
om

m
itt

ee
 o

n 
Va

cc
in

at
io

n 
an

d 
im

m
un

iz
at

io
n,

 保
健

省
の

助
言

機
関

)が
発

表
し

た
内

容
は

以
下

の
と

お
り

。

9

JC
V

Iス
テ

ー
ト

メ
ン

ト
2

0
2

2
年

秋
の

C
O

V
ID

-1
9

追
加

接
種

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

関
す

る
JC

V
Iス

テ
ー

ト
メ

ン
ト

1
（

抄
、

仮
訳

）

以
下

の
対

象
者

に
秋

の
追

加
接

種
を

勧
め

る
。

高
齢

者
向

け
介

護
施

設
の

入
居

者
と

ス
タ

ッ
フ

、
第

一
線

の
医

療
・

社
会

福
祉

従
事

者
、

5
0
歳

以
上

の
者

、
５

-4
9
歳

の
ハ

イ
リ

ス
ク

者
、

免
疫

抑
制

者
と

家
庭

内
接

触
の

あ
る

５
-4

9
歳

の
者

、
1
6
-4

9
歳

の
介

護
者

。

秋
の

C
O

V
ID

-1
9
追

加
接

種
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
主

な
目

的
は

、
2
0
2
2
年

か
ら

2
0
2
3
年

に
か

け
て

の
冬

期
に

お
い

て
重

症
化

リ
ス

ク
が

高
い

人
た

ち
の

免
疫

力
を

高
め

る
こ

と
で

あ
る

。

適
切

な
タ

イ
ミ

ン
グ

で
ワ

ク
チ

ン
接

種
を

行
う

こ
と

は
、

使
用

す
る

ワ
ク

チ
ン

の
種

類
よ

り
も

重
要

で
あ

る
。

秋
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

重
要

な
優

先
事

項
は

対
象

者
に

追
加

接
種

を
行

い
、

重
症

C
O

V
ID

-1
9
（

入
院

と
死

亡
）

に
対

す
る

免
疫

力
を

高
め

る
こ

と
で

あ
る

べ
き

。

二
価

ワ
ク

チ
ン

の
導

入
が

大
幅

に
遅

れ
る

可
能

性
が

あ
る

場
合

、
従

来
型

m
R

N
A
ワ

ク
チ

ン
の

よ
う

な
単

価
ワ

ク
チ

ン
を

使
用

し
て

適
切

な
タ

イ
ミ

ン
グ

で
接

種
す

る
こ

と
を

優
先

さ
せ

る
べ

き
。

ワ
ク

チ
ン

の
供

給
や

配
備

に
制

約
が

あ
る

場
合

、
高

齢
者

な
ど

重
症

化
リ

ス
ク

が
高

い
人

に
優

先
的

に
接

種
す

る
必

要
が

あ
る

。

二
価

ワ
ク

チ
ン

は
、

ワ
ク

チ
ン

に
よ

り
誘

導
さ

れ
る

免
疫

の
幅

を
広

げ
、

変
異

株
に

対
す

る
防

御
力

を
向

上
さ

せ
る

可
能

性
が

あ
る

。
英

国
で

は
B

A
.1

対
応

型
ワ

ク
チ

ン
は

2
0
2
2
年

秋
に

使
用

可
能

と
な

る
見

込
み

。
B

A
.4

/5
対

応
型

ワ
ク

チ
ン

は
2
0
2
2
年

秋
に

使
用

で
き

る
よ

う
に

な
る

可
能

性
は

低
く

、
順

次
検

討
さ

れ
る

。
B

A
.4

/5
対

応
型

ワ
ク

チ
ン

が
潜

在
的

に
利

用
可

能
に

な
る

可
能

性
が

あ
る

か
ら

と
い

っ
て

、
秋

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
遅

ら
せ

る
べ

き
で

は
な

い
。

※
予

防
接

種
室

に
よ

る
仮

訳
。
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